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更磨丸

船名表示を左横書き
にした初期の実例

(上)あ、じ丸の船名表示

(下)滋工時の須磨丸(三菱重工業長崎造船所提供)
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船
名
の
左
横
書
き
と
右
横
書
き

Ｍ
Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｓ
の

「
に

っ
ほ
ん
九
」
と

「
ふ
じ
丸
」

（Ｎ
Ｃ
Ｃ
遅
抗
）
の
恥
名
去
ホ
が
、
「飛
島

一
や
他

い
と
只
な

っ
て
い
る
の
に
お
気
づ
き
だ
ろ
う
か

船
市
の
船
名
を
見
て
い
た
だ
き
た
い
。
た
舷
は
現

代
流
に
Ｌ
か
ら
の
左
横
書
き
だ
が
、
右
舷
は
右
か
ら

の
右
紋
十
き
に
な

っ
て
い
る

⌒写
真
）
．
他
社

の
ク

ル
ー
ズ
恥
は
、

―‐―‐ｉ
砿
と
も
ブ
‐…
倣
■
き
で
あ
る

■
は
ど
う
だ

っ
た
か
！
戦
前
は
こ
れ
と
反
対
に
、

両
は
と
も
右
粒
書
き
が

一
般
的
だ

っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
「
に
っ
ぼ
ん
九
」
「
ふ
じ
九
」
の
先
査

筋
に
あ
た
る
大
阪
尚
＝
の
怖
は
、
／
‐‥
砿
が
た
横
洋
き

に
な

っ
て
お
り
、
い
の
進
行
方
向
に
そ

っ
た
共
ホ
を

採
用
し
て
い
た
．
船
首
の
先
端
に
船
名
の
水
尾
が
く

る
の
は
視
党
的
に
落
ち
若
か
な
い
、
そ
う
考
え
た
よ

う
だ
ｔ
苦
は
木
尾
が

「九
」
の
船
名
が
多
か

っ
た
か

ら
、
よ
け
い
収
ま
り
が
は
か

っ
た
，

こ
れ
に
つ
い
て
、
大
阪
商
折
の
船
を
デ
ザ
イ
ン
し

た
和
辻
春
肘
工
学
博
十
は
、
随
筆

『い
』

の
中
で
、

「
九
が
補
首
の
方
に
あ
る
の
は
い
く
ら
右
普
き
で
も

感
心
が
出
来
な
い
」
と
述
べ
て
い
る
．

ど
う
や
ら
こ
の
よ
ホ
法
は
、
い
■
の
ア
イ
デ
ア
に

よ
る
も
の
ら
し
い
。
Ｍ
Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｓ
は
こ
れ
を
踏
美
し

て
い
る
わ
け
だ
。
戦
前
、
流
縦
型
で
売

っ
た
伊
豆
大

内
航
路
の
「橋
九
」
も
和
辻
流
を
採
用
し
て
い
た
が
、

こ
れ
も
祉
党
的
な
叫
山
か
ら
と
思
わ
れ
る
中

＜旬



で
は
、
そ
れ
以
前
は
ど
う
だ
っ
た
か
。
こ
れ
は
他

社
と
同
様
、
両
舷
と
も
右
横
書
き
で
あ
る
。

た
だ
し
、
例
外
も
あ
る
。
最
も
古
い
と
思
わ
れ
る

の
は
、
創
業
時
か
ら
の
社
船

「朝
日
九
」
。
明
治
末

年
発
行
の
『日
本
近
世
造
捕
史
』
の
写
真
を
見
る
と
、

左
弦
の
表
示
は
船
の
進
行
方
向
に
そ
っ
た
左
横
書
き

の
よ
う
だ
。
撮
影
時
期
は
不
明
で
あ
る
。

撮
影
時
期
が
わ
か
る
の
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
こ

で
見
つ
け
た
の
が
、
こ
こ
に
掲
げ
た

「須
磨
九
」
の

写
真
で
あ
る
。
た
だ
し
林
首
で
は
な
く
、
林
橋
楼
に

左
横
書
き
で

「す
ま
九
」
と
あ
る
。
こ
の
写
真
、
修

整
が
入
っ
て
い
る
が
、
船
名
表
示
は
大
文
夫
。

国
産
航
洋
銅
船

の
さ
き
が
け

「須
磨
九
」
は
三
菱
合
資
会
社
の
社
船
と
し
て
、

傘
下
の
長
崎
造
冊
所
で
記
生
し
た
。
日
清
戦
争
の
直

後
、
下
関
条
約
が
調
印
さ
れ
た
こ
ろ
だ
。

「竹
陸
丸
」
以
前
に
建
造
さ
れ
た
最
大
の
Ｈ
産
汽

船
で
あ
る
。
大
き
さ
が

，
千
総
ト
ン
を
超
え
た
国
産

汽
船
は
、
木
造
の

「小
菅
九
」
が
第

一
船
だ
が
、
釧

船
で
は

「須
磨
九
」
が
最
初
で
あ
る
。

日
本
の
道
船
史
上
画
期
的
な
船
だ
っ
た
。　
一
千
ト

ン
級
以
■
の
円
離
釧
怖
と
し
て
初
め
て
全
通
三
二
底

を
採
用
。
英
ロ
イ
ド
船
級
も
取
得
し
て
い
た
。
外
国

航
路
就
航
を
予
定
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
こ
れ
を
必

要
と
し
た
の
だ
ろ
う
。
ち
な
み
に
、
ロ
イ
ド
船
級
を

持
つ
初
期
の
川
本
船
と
し
て
は
、
東
京
越
中
薦
で
記

念
保
存
さ
れ
て
い
る

「明
治
九
」
が
あ
る
。

「須
磨
九
」
は
石
炭
輸
送
を
主
目
的
に
建
造
さ
れ

た
。
三
菱
の
高
島
　
端
島
の
石
炭
を
大
陸
に
輸
出
す

る
の
が
狙
い
だ
っ
た
よ
う
だ
。
だ
が
、
三
菱
の
社
船

と
し
て
就
航
す
る
こ
と
は

一
度
も
な
か
っ
た
。

犠
装
中
、
軍
用
船
に
改
装
。
竣
工
と
同
時
に
陸
軍

に
微
用
さ
れ
、
軍
務
に
従
事
。
徴
用
が
解
除
さ
れ
る

と
、
す
ぐ
に
大
阪
商
船
に
売
ら
れ
た
か
ら
だ
。

日
清
戦
争
後
の
軍
務
と
は
何
か
。
新
た
に
日
本
領

に
な
っ
た
台
湾
の
平
定
に
関
す
る
Ｔ
務
、
こ
れ
し
か

考
え
ら
れ
な
い
。
台
湾
で
は
条
約
締
結
後
も
反
乱
が

起
き
て
お
り
、
軍
政
を
必
要
と
し
た
の
だ
。

商
船

の
船
名
表
示

ル
ー
ル

こ
の

「須
磨
九
」
の
写
真
は
、
年
川
船
と
し
て
竣

工
し
た
と
き
の
撮
影
と
思
わ
れ
る
。
場
所
は
長
崎
。

左
右
に
見
え
る
船
は
ロ
シ
ア
軍
艦
で
あ
る
。

船
橋
桜
に
大
苦
し
た
平
仮
名
の
船
名
は
、
識
別
用

で
あ
ろ
う
。
幼
稚
園
児
の
名
札
の
よ
う
な
も
の
で
、

軍
用
船
で
よ
く
見
る
方
式
で
あ
る
。

こ
う
し
た
表
示
法
は
ル
ー
ル
に
は
な
い
。
商
船
の

場
合
、
日
清
戦
争
後
の

「船
抽
法
施
行
細
則
」
に
よ

り
、
肘
ヤ
両
舷
と
船
尾
に
国
字
と
ロ
ー
マ
字
で
船
名

を
表
示
す
る
よ
う
定
め
ら
れ
て
い
る
。
が
、
実
際
に

は
こ
の
公
式
の
船
名
表
示
は
、
欧
米
船
に
倣
い
、
そ

れ
以
前
か
ら
す
で
に
行
わ
れ
て
い
た
。

明
治
の

「細
則
」
は
現
在
も
■
き
て
い
る
。
た
だ

し
ル
ー
ル
で
は
、
九
積
■
き
か
右
机
辞
き
か
を
定
め

て
い
な
い
。
明
治
以
来
、
両
方
の
表
示
法
が
行
わ
れ

て
き
た
の
は
、
こ
の
た
め
で
あ
る
。

『源
氏
物
語
』
に
ち
な
ん
だ
船
名

「須
磨
丸
」
の
船
名
に
は
最
初
、
「九
」
が
付
い
て

い
な
か
っ
た
。
竣
工
時
の

『船
名
録
』
に
は

「須
磨
」

と
登
録
さ
れ
て
い
る
。
前
々
回
の
本
稿
で
紹
介
し
た

「夕
顔
九
」
と
同
じ
ケ
ー
ス
で
あ
る
。

進
水
時
に

「須
磨
九
」
に
な
っ
た
。
商
船
名
に
は

す
べ
て

「九
」
を
付
け
る
よ
う
長
崎
県
庁
か
ら
訓
令

が
あ

つ
た
こ
と
、
こ
れ
が
変
更
の
理
由
で
あ
る
。

「須
磨
」
「夕
源
」
と
い
う
優
雅
な
船
名
は
、
三
菱

の
創
業
時
に
活
雌
し
た
ｉ
佐
藩
船
の
命
名
法
を
継
水

し
た
も
の
だ
。
「紅
菜
賀
」
「姉
玲
」
「赦
笛
」
と

い

っ
た
汽
船
も
、
上
佐
藩
に
は
あ
っ
た
。

こ
の
船
名
を
見
て
、
何
か
思
い
浮
か
ぶ
の
で
は
な

い
か
。
そ
う
、
『源
氏
物
許
』
で
あ
る
。
な
ぜ

中源

氏
物
語
』
な
の
か
、
学
者
に
は
わ
か
ら
な
い
が
。

大
阪
商
船
に
移

っ
た

「須
磨
九
」
は
、
軍
事
業
務

で
馴
染
ん
だ
台
湾
航
路

（日
本
～
基
隆
）
に
就
航
し

た
。
台
湾
平
定
後
の
こ
と
で
あ
る
．

朝
鮮
半
島

へ
の
定
期
航
路
に
も
投
入
さ
れ
、
Ｈ
排

戦
争
で
は
再
び
陸
軍
に
徴
用
さ
れ
た
。
大
正
期
に
は

大
陸
へ
の
航
路
に
就
い
て
い
た
が
、
大
正
末
年
に
中

国
南
部
で
座
礁
し
失
わ
れ
た
。

山
口
　
廼
生


